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落とされてきた。
だが、同時に、語り手は、自らの語りと、その語りにより織り出されるテクストとの間で
葛藤している痕跡を残している。千代子の結婚の噂に動揺する敬太郎が、須永から真相を聞
き出そうとする理由についての語りの解釈の曖昧さに、それが最も明らかに現れている。こ
の語り手さえ合理的に解釈できない敬太郎の「物数奇」から、逆説的に敬太郎の自覚ではと
らえ切れない「物数奇」以外の欲望が存在していることが露呈している。実際、千代子の結
婚の噂も、田口という「比類のない巧妙な手際を有った作家」の手際により、敬太郎の無意
識の三角形的欲望を刺激するためにわざと流されたものである可能性は払拭できない。とに
かく、敬太郎が千代子に現実の時空でリアルな三角形的欲望を抱ける環境が整い、それを裏
付けるように、須永から三角形的欲望のライバルとして警戒されるようになっている。一
方、敬太郎本人の欲望も、外的環境の変化に伴い、幻想により満たされる架空的な物語への
聴く欲望から、現実の世界で、生身の女性千代子に向けられた、須永という内的媒介を通し
た無意識の三角形的欲望へと変貌していく。これはこのテクストを貫く裏のテーマでもある
と言えよう。
つまり、敬太郎の無意識の欲望を追究することにより、『彼岸過迄』の語りの表層で決し
て語られていないメタ物語が浮かび上がってくる。それはテクストの前半と後半でそれぞれ
語りの中心に位置づけられた敬太郎と友人の須永が、千代子という女性を間に挟んで、三角
形的欲望を孕む三つ巴が形成されていく物語でもある。「結末」における「彼の前に突如と
して已んだ様に見える此劇が、是から先何う永久に流転して行くだろう」という意味深長な
語りは、敬太郎が自分の無意識の欲望に近づく日もそう遠くないことを意味しているかもし
れない。
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